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柏の葉オンデマンドバス
第4期実証実験の成果

東京大学 新領域創成科学研究科

人間環境学専攻 修士課程2年

坪 内 孝 太
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発表の流れ

オンデマンドバスの概要説明

オンデマンドバスとは？

現状のオンデマンドバスの現状

大和研究室で開発したオンデマンドバスの特徴

これまでの実証実験
第1期～第3期実証実験の位置づけと結果の概要

第4期実証実験の成果
第4期実証実験の利用実績
第4期実証実験ログの二次利用について



Printed on: 2006/11/10 2006.11.10 第2回オンデマンドバスカンファレンス 第4期実証実験の成果
tsubouchi@is.k.u-tokyo.ac.jp

3

オンデマンドバスの概要説明
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研究の背景
現状のバス交通の問題点

地方自治体が抱える路線バス型交通の問題点

利用客の減少
利用目的の偏り

採算性の
悪化

サービス
水準を下げる

・運営時間の限定
・路線数・便数の減少

／など

悪循環

※交通工学ハンドブック2005 土木学会編
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※自動車輸送統計調査『営業用バス（全数）調査』より作成

バス離れ

車社会の到来

老舗バス路線の廃線
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研究の背景

オンデマンドバスシステム
新しい公共交通システム

都市のモビリティの向上

環境に配慮した交通システム

決まった時刻に
決まった経路を移動

顧客のデマンドを
満たすように移動

路線バス オンデマンドバス

コンビニに行きたい。

病院に行きたい。

利用者が少ない

高ランニングコスト

実用化に向けた課題

・乗客がいなくても動かなければいけない。
・バス停まで歩かなければならない。

・乗客がいない場合にはバスは動かない。
・タクシーのように近くに迎えに来てくれる。

オペレーター等のコ
ストがかかり赤字。

運行時間が不確定で場
当たり的である。
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研究の背景
今のオンデマンドバスの利用目的

買い物・通院に

集中している。

小高e-まちタクシー利用目的

レクリ
エーショ
ン
9%

通院
医療
35%

買い物
24%

その他
5%

通勤・通
学
0%

ｚ

62%

小高市人口比とデマンドタクシー利用者比

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用（％）

人口（％）

～９歳

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代 ７０代 ８０代

９０代

高齢者中心のオンデマンドバス利用者
高齢者は交通弱者。

理想な公共交通機関は年齢が偏らないマストランジット
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研究の背景
今のオンデマンドバスの問題点

現状の主なオンデマンドバス
何時にバスに乗りたいかを指定できるが、バスが目的地に着く時
刻は分からない。

予約した時は乗車できるかどうか分からないが、出発の30分前に
なると、連絡が来る。

通勤

待ち合わせ

登校

会議

時間的制約のある利用目的には対応できない。
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新しいオンデマンドバスシステム

時間的制約のある利用目的に対応した新しいオンデマン
ドバスの開発

予約を行う時点で、

バスが待ち合わせ場所に到着する時刻

バスが目的地に到着する時刻

を教えてくれるオンデマンドバス。

時間制約のある利用目的にも対応することで、
実用的なデマンドバスシステムの構築をねらう。
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携帯電話連動型オンデマンドバスシステム

東海道新幹線の中

今日は15時からがんセンターで講
演をする日だわ。緊張するわね。
14時30分にはがんセンターに着く
ようにオンデマンドバスの予約をし
よう。番号は03-XXXX-XXXXだっ
たかしら。

東海道新幹線の中

電話

田中と申します。
柏の葉キャンパス駅から
がんセンターまでお願い
します。14時30分には到
着したいです。

それでは、14時00
分に柏の葉キャン
パス駅でお待ちし
ています。

14：00

柏の葉キャンパス駅

オンデマンドバスが約束の時
間通りに来たわ。

オンデマンドバスの中

途中にも人が乗ってくるわ。この点
がタクシーとは違う点ね。

14時25分。少し早いが、時間通り
に間に合った。講演をがんばらな
くちゃね。

がんセンター

14：25

一本の電話内で予約
情報を返す。

時間を守って運
行する。
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これまでの実証実験

第1期実証実験
第2期実証実験
第3期実証実験
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小型バスやジャンボタクシーを利用
狭い道も走行可能に

チャーターにより車体を調達
東武バス様・染谷交通様

柏市における実証実験
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柏市における実証実験

105デマンド55デマンド－実利用者数

2台1台バス台数

一般公開東大学内公開非公開乗客

会員登録制、運賃無料サービス形態

全体システムの
検証・評価

モニターによる
利便性評価

情報システムの
動作検証

目的

19:30～22:30時間

1.94デマンド1.83デマンドー
1台時間当たり
デマンド処理数

3月 9日間2月 10日間1月 10日間日程

第三期第二期第一期
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柏市における実証実験
利用者の利用目的・年齢分布

第二期、第三期実験で、乗客にアンケートを実施

利用者年齢比（第３期）

30代, 24.5

50代, 11.3
60代, 3.8

20代, 49.1

40代, 11.3

これまでのオンデマンドバスとは異なり、若い
方に利用して頂いた。

利用目的（第３期）

通勤, 34.0

通学, 34.0

買い物, 9.4

通院, 0.0

趣味, 3.8

スポーツ, 0.0

食事, 5.7

その他, 15.1

これまでのオンデマンドバスとは異なり、時間
的制約の大きい利用目的で利用して頂いた。
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柏市における実証実験結果

便利な点（第３期）
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ターゲットとする乗客は、時間が分かる
ことに価値を見があると判断している。

ログ解析の結果(第３期）

キャンセル
5%

成立
77%

不成立
18%

５人に１人は、運行計画を提示す
らできていない。

経路は生成でき
ているが、提示さ
れた時間が不満

経路すら提示で
きていない。
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第1期～第3期実証実験のまとめ

実験で確認できたこと

構築したシステムがサービス期間中に正常に稼働した。

年齢や利用目的がこれまでのオンデマンドバスとは異
なるタイプの乗客に乗車していただいた。

時間的制約のある利用目的に対応する点が評価された。

第4期実証実験以降への課題
大規模の実証実験による検証

成立率を上げることが必要
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第4期実証実験の位置づけと成果
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第4期実証実験の目的

第3期実証実験の課題の解決
実験規模を拡大すること

成立率を向上させること

個別適合サービスへの評価
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第4期実証実験 利用実績

525デマンド実利用者数

1台時間当たり
デマンド処理数

バス台数

サービス形態

乗客の

募集範囲

時間

日程

1.94デマンド

３台

会員登録制

運賃無料

東大関係者

一般客

9:00－11:00
19:00ー22:00

7月 18日間

第４期 個人別　成立率

成立
89.8%

不成立
1.4%

キャンセル
8.8%

バスを3台にしたこと、アルゴリズムの改修
（地域性の導入）により成立率は向上した。

第4期実証実験の成立率

※予約ログ解析結果より作成（個人別）
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第４期実証実験 利用実績②

会議
1.02%

その他
3.50%

無回答
0.58%

通勤・通学
81.34%

買い物
3.94%

食事
5.69%趣味

2.33%

通院
1.60%

オンデマンドバスを利用した目的

４０代
8.75%

３０代
27.00%

２０代
56.68%

１０代以下
1.63%

５０代
4.15%

７０代以上
1.19%

６０代
0.59%

利用者年齢構成利用者年齢構成

これまでのオンデマンドバスとは異なり、若い
方に利用して頂いた。

これまでのオンデマンドバスとは異なり、時間
的制約の大きい利用目的で利用して頂いた。
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第４期実証実験 利用実績③

たぶん利用
する
34.07%

利用する
61.09%

無回答
3.96%

たぶん利用
しない
0.88%

利用しない
0.00%

再利用の意思

自転車
19.66% 路線バス

60.54%

タクシー
0.71%

自家用車
3.11%

自動二輪
1.13%

徒歩
4.38%

その他
6.22%

無回答
0.42%

普段は利
用しない
3.82%

普段の移動手段

ターゲットとする乗客からは高い満足度を得る
ことができた。

自動車や自動二輪からの移動、新たな移動の
喚起も見られる。

路線バスや自転車からの移行が多い。路線バ
スと競合するので、共存が必要。
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第４期実証実験 利用実績④

インター
ネット
93%

電話
7%

5.6%

25.4%

52.1%

16.8%

39.0%
26.8% 12.2%

22.0%

良
悪

普

良

悪

普

予約手段別の評価

インターネットと電話（音声認識）を比較し
たときに、インターネットの方が利用数が
多く、操作の満足度も電話に比べて高い。

インターネットという簡易な予約手段がオ
ンデマンドバスの利用促進につながって
いる。

現代の高齢者にとってインターネットの利
用は厳しく、今後高齢者に優しい予約イン
ターフェイス構築が課題となる。
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蓄積されるデータの活用

第4期実証実験からのスタンスの変化
「実際に動かす」から「データを活用する」へ

オンデマンドバスをセンシングツールとして活用し、安全で安心な都市の設
計などに役立てる。

多くのデータを取りやすくするために、より利便性が高くより安価に運
用できるシステムを構築する。

バスの運行とデータの蓄積

データベース

オンデマンドバス

乗車

データ分析

予約
予約サーバ

計算サーバ

予約
情報

計算
結果

運行経路

運行データ

予約データ

予約から得られるログ

電話の内容

登録・予約・キャンセル

デマンド情報

ユーザ・発着地・降車時刻・
実乗車時刻

顧客情報

年齢・性別・名前・特性

バスから得られるログ

実移動データ、道路混雑状況
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オンデマンドバスの効果測定

全体の移動
既存の公共交通機関では
乗り換え無しで移動できな
いデマンド

総需要量の18.8％の
デマンドをカバー

路線バスでは拾いきれない個別の需要
をオンデマンドバスによってカバーできる。
また、その量も総和で約20%にも及ぶ。

出発バス停 到着バス停
出発バス停 到着バス停
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路線バスの時刻表のリアルタイム再構成

オンデマンドバスの利用は
東大→柏駅まで19時に出発
が多い。

しかし、東武バスの時刻表
では19時台は5本と少ない。

図.乗車時刻・降車バス停・目的バス停の組み合わせ
路線バスの計画が東京大学
設立後の需要とマッチしてい
ない。

表.東武バス時刻表

柏の葉
キャンパス駅

柏駅
西口

柏の葉
公園中央

柏の葉
公園中央

柏駅西口

乗車時刻 乗車バス停降車バス停

東大
環境棟

東大
環境棟

東大
生協

東大
人工物棟

東大
人工物棟

９時

２１時

２０時

１９時

１０時
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東大生が帰宅時に利用している駅

東大生が柏キャンパス回りの３駅の利用割合を測定
つくばエクスプレスが開通して１年経つが、なおも柏駅を中心に
移動していることが分かる。
女性の利用率が低く、時間が遅くなるにつれて利用されにくい。

江戸川台駅 柏の葉キャンパス駅 柏駅

１９時
２０時
２１時
２２時

女性
男性
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ある20代女性の利用の仕方

全19デマンド
実験18日中12日利用…

東大環境棟

月 火 水 木 金

月 火 水 木 金

東大環境棟

柏駅西口

柏駅西口

月 火 水 木 金

東大環境棟

柏駅西口

月 火 水 木 金

東大環境棟

柏駅西口

9時 10時 19時 20時
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対象者の行動の規則性

柏駅
東大
環境棟

９時

10時
19時

20時

柏駅東大
環境棟

東大
生協

乗車時間 降車バス停 乗車バス停

午前の移動 午後の移動

リンク表示数：1以上

利用曜日 降車バス停 乗車バス停

柏駅

東大
環境棟

柏駅
東大環境棟

月曜
火曜

水曜

木曜

金曜

リンク表示数：2以上

●9時に柏駅を出発して、東大環境棟に向かう移動。
●19時に東大環境棟を出発して、柏駅に向かう移動。 ●月曜日から金曜日まで定期的に利用する。

マーケットバスケット分析
要素間の相対的関係の強さを線の太さで表す。
線が太ければ太いほど互いの要素間の関係が強いことを示している。
三角形の位置や形状に意味はない。
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いつもの振る舞いを活かしたサービスの拡張

•70歳
•一人暮らし

いつもの振る舞い 今の振る舞い

＋
・火曜日
・午前8時
・連絡が無い

・予定を忘れて
いないか。
・倒れているの
ではないか

・10歳
・小学生

Personal data

・夕方
・学校から自宅

Demand data

いつもの振る舞い 今の振る舞い

＋
・予約をした
のに、乗車し
てこない。

・バス停を間違え
ていないか

・誘拐されたの
ではないか

こちらから連絡
安否も確認できる

•火曜日と水曜日
•朝8時
•自宅からA病院

Personal data Demand data

こちらから連絡
所在・安否を確認できる
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第4期実証実験のまとめ

第3期からの差分
インターネット予約の導入により利用者数を増大させ
ることができた。

バスの台数やアルゴリズムの調整により、予約の成立
率を大幅にあげることができた。

オンデマンドバスで得られたデータが個別適合サービ
スや地域の人口移動の把握に利用できる可能性を提示
した。

第5期以降への展望
偏りの小さなデータを収集できるよう、予約やサービ
スの利便性を向上させる。

蓄積された多様なデータの分析を進める。
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ご清聴ありがとうございました。

第4期実証実験はＪＳＴ－ＣＲＥＳＴ（戦略的創造研究推進事
業）からご支援いただきました。

また、全般にわたって国土交通省様、柏市様、ＫＡＣＩＴＥＣ
様、ＮＴＴアイティ様、ＮＴＴドコモ様、長大様よりご協力いた
だきました。

関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。


